
「夢追い長島花フェスタ」開幕
　３月 24 日、「第８回夢追い長島花フェスタ」が開幕し
ました。メイン会場の長島サンセットの丘では、色鮮やか
な花ばなが来場者らを出迎えていました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関連記事＝ P ４）
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借
り
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馬
込
に
学
校
開
設
（
一
時
廃
校
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汐
見
簡
易
科
小
学
校
と
し
て
再
開
校

汐
見
尋
常
小
学
校
に
改
称
し
馬
込
に
校
舎
を
置
く

汐
見
の
現
在
地
に
新
校
舎
落
成

汐
見
国
民
学
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と
改
称

西
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村
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小
学
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校
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制
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小
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町
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施
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・
長
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汐
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小
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校
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制
定

鉄
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落
成
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体
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落
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２
教
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汐
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樽
太
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Ｍ
Ｂ
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テ
レ
ビ
出
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創
立
百
周
年
記
念
祝
賀
行
事
・
記
念
碑
建
立

プ
ー
ル
完
成
落
成
式

校
舎
南
側
増
築
完
成
（
普
通
教
室
・
下
足
室
・

水
洗
ト
イ
レ
・
給
食
置
場
）

鉄
筋
校
舎
増
築（
２
教
室
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）

校
庭
大
規
模
改
修
工
事

第
13
回
長
島
町
小
学
生
相
撲
大
会
団
体
戦
初
優
勝

新
長
島
町
誕
生

第
１
回
出
水
地
区
一
輪
車
競
走
大
会
汐
見
小
Ａ
チ
ー
ム
優
勝

閉
校
記
念
式

１
３
５
年
の
歩
み（
学
校
沿
革
）

↑式典には多くの人が来場

↑閉校記念碑除幕式

↑村田教育長へ校旗を返納する肥後校長

　

明
治
15
年
、
馬
込
集
落
の
民
家
を
借

り
て
開
設
さ
れ
た
、
汐
見
小
学
校
（
肥

後
広
行
校
長
）
が
３
月
31
日
、
１
３
５

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

３
月
４
日
、
同
校
体
育
館
で
閉
校

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
在
校
生
や
地

域
住
民
の
ほ
か
、
町
内
外
に
住
む
卒

業
生
ら
約
３
０
０
人
が
出
席
し
、
学

び
や
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

１
３
５
年
の
長
い
歴
史
の
中
で

１
４
２
８
人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
た

同
校
。
肥
後
校
長
は
「
地
域
の
人
た

ち
が
愛
し
、
地
域
の
学
校
と
し
て
支

え
ら
れ
て
き
た
汐
見
小
学
校
は
閉
校

と
な
る
が
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
、

少
々
の
こ
と
で
は
へ
こ
た
れ
な
い
汐

見
魂
を
胸
に
未
来
へ
向
か
っ
て
飛
躍

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

川
添
町
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
児
童
た
ち
へ
担
任
の
教
諭
か
ら

一
人
ひ
と
り
在
籍
証
明
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
肥
後
校
長
か

ら
村
田
教
育
長
へ
校
旗
が
返
納
さ

れ
、
地
域
住
民
ら
も
一
緒
に
な
っ
て

校
歌
を
斉
唱
し
、
記
念
式
典
は
閉
式

し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
閉
校
記
念
碑
の

除
幕
式
を
終
え
、
体
育
館
で
「
思
い

出
を
語
る
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

思
い
出
を
語
る
会
は
、
昭
和
53
年

か
ら
続
く
伝
統
の
「
汐
見
樽
太
鼓
」

を
在
校
生
ら
が
元
気
い
っ
ぱ
い
演
奏

し
、
開
会
し
ま
し
た
。

　

同
校
閉
校
記
念
実
行
委
員
会
委
員

長
の
濵
田
幹
男
さ
ん
は
「
子
ど
も
た

ち
の
歌
声
や
樽
太
鼓
の
音
が
こ
れ
か

ら
聞
こ
え
な
い
と
思
う
と
切
な
く
寂

し
い
思
い
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
を
考
え
苦
渋
の
決
断

で
あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
住
民

が
さ
ら
に
団
結
し
、
地
域
活
性
化
を

目
指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
最
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
な
っ
た
小
屋
正
隆

さ
ん
は
「
こ
の
閉
校
は
さ
み
し
い
事

と
は
思
う
が
、
悲
し
い
事
と
は
捉
え

た
く
な
い
。
私
た
ち
大
人
が
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え
た
い
と
考

え
て
判
断
し
た
結
果
で
す
。
昨
年
の

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
で
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
『
帆
船
汐
見
丸
』
を
制
作
し
た
。

こ
の
作
品
に
は
、
ど
ん
な
荒
波
に
も

負
け
ず
前
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
欲
し

い
、
新
た
な
る
一
歩
な
の
だ
と
い
う

思
い
を
込
め
た
。
在
校
生
に
は
夢
と

希
望
を
持
ち
、
前
を
見
て
城
川
内
小

学
校
へ
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

惜
別
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で

は
、
昭
和
9
年
頃
か
ら
現
在
に
い
た

る
ま
で
の
、
学
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
光

景
の
写
真
が
上
映
さ
れ
、
会
場
か
ら

は
昔
を
懐
か
し
む
声
が
響
い
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
奄
美
市
か
ら

駆
け
付
け
た
海
老
原
知
子
さ
ん
は「
教

諭
と
し
て
の
初
任
地
で
あ
り
、
出
発

点
と
な
っ
た
汐
見
小
学
校
が
閉
校
と

い
う
話
を
聞
き
駆
け
付
け
た
。
当
時

の
子
ど
も
た
ち
や
、
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
人
た
ち
と
語
り
、
汐
見
小

学
校
を
心
に
刻
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
、
福
岡
か
ら
駆
け
付
け
た
大
堂

圏
治
さ
ん
は
「
昭
和
29
年
度
に
卒
業

し
た
。
当
時
は
、
み
ん
な
貧
し
く
苦

労
し
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
も
多
く

あ
る
。
こ
の
学
校
が
人
生
の
礎
を
築

い
て
く
れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑一人ひとりに手渡された在籍証明書

あ
り
が
と
う
汐
見
小
学
校

↑昭和 28 年運動会の様子 ↑昭和 50 年、体育館を建設↑昭和 47 年頃の汐見小学校

↑伝統の汐見樽太鼓の演奏

↑昭和 40 年頃の運動会の様子
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組
織
再
編
で
受
付
窓
口
な
ど
が
変
更

　

町
民
の
ニ
ー
ズ
や
多
様
化
す
る
役
場
業
務
に
対
応
す
る
た
め
、
長
島
町
役
場
の
組
織
が

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
再
編
に
と
も
な
い
、
４
月
か
ら
長
島
町
役
場
（
鷹
巣
）
１
階
は
、
次
の
図
の

と
お
り
課
の
配
置
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

長島町役場（FAX（86）0950）
部署名 直通番号

１階

町民保健課 ☎（86）1157
介護環境課 ☎（86）1153
福祉事務所 ☎（86）1146
税 務 課 ☎（86）1172
会 計 課 ☎（86）1158

２階

総 務 課 ☎（86）1111
地方創生課 ☎（86）1101
企画財政課 ☎（86）1134
景観推進課 ☎（86）1136

３階
水産商工課 ☎（86）1137
議会事務局 ☎（86）1145

指江庁舎（FAX（88）5198）
部署名 直通番号

１階

総合管理課 ☎（88）5651
建 設 課 ☎（88）5654
水 道 課 ☎（88）5664
耕 地 課 ☎（88）5667
農 林 課 ☎（88）5670

２階
農業委員会 ☎（88）5674
教育総務課 ☎（88）5679
学校教育課 ☎（88）5681

出先機関
部署名 直通番号

社会教育課 ☎（88）6500
長 生 園 ☎（88）5116
鷹巣診療所 ☎（86）0054
東 分 遣 所 ☎（86）0119
長島分遣所 ☎（88）5333

税務課

会計課

町民保健課
戸 籍 住 民 係

年 金 係

国民健康保険係

保 健 予 防 係

介護環境課
環 境 衛 生 係

介 護 保 険 係

地 域 包 括 係

福祉事務所
社 会 福 祉 係

老 人 福 祉 係

子育て支援係

生 活 保 護 係

ホール

正面玄関

↑至　長島町開発総合センター

エレベー
ター

Ａ
Ｔ
Ｍ

長島町役場組織再編後の直通番号

長島町役場組織再編後の配置図（1 階）

警
備
室

　

３
月
24
日
、サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
と
、

ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を

会
場
に
、「
第
８
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

絶
好
の
花
見
日
和
と
な
っ
た
こ
の

日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
今
年
の
３
月
末
で
閉
校
す
る
汐

見
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
「
汐
見
樽

太
鼓
」の
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

開
幕
式
で
は
、
垂
門
和
志
長
島
花

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副
会
長
が

「
関
係
者
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

の
も
と
８
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。今
回
は『
夢
の
ド
リ
ー
ム
ガ
ー

デ
ン
』
が
テ
ー
マ
。
夢
に
向
か
っ
て

躍
進
す
る
長
島
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

明
る
く
爽
や
か
な
植
栽
を
し
て
き
た

の
で
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
川
添
町
長
や
当
フ
ェ
ス
タ
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
は
な

ち
ゃ
ん
」
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
44
日
間
続
く
本
町
の
春
の
花
祭

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

25
日
は
、
川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
の

花
カ
フ
ェ
長
島
で
「
花
カ
フ
ェ
マ
ー

ケ
ッ
ト
」を
開
催
。
本
町
特
産
品
や
、

自
家
製
「
花
の
苗
」
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
長
島
ブ
ー
ゲ
ン
ビ

リ
ア
の
丘
の
花
ば
な
が
、
来
場
者
ら

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て

い
る
同
フ
ェ
ス
タ
は
、
５
月
６
日
ま

で
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

花
と
イ
ベ
ン
ト
咲
き
誇
る
44
日
間

第
８
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕

↑快晴のもと開幕

↑テープカットを行う川添町長ら↑オープニングを飾った汐見樽太鼓 ↑鮮やかな花ばなが来場者を迎える
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農林課
関西かごしまファンデー 2,000
じゃがいもまつり 1,000
革新的ジャガイモ種苗生産委託 1,976
バレイショ集出荷貯蔵施設の整備 447,000
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保するた
めの交付金 40,583

農業次世代人材投資事業（青年就農者給付金） 15,000
有害鳥獣捕獲事業 9,282

耕地課
農道の維持補修工事 13,245

建設課
町道及び国道 389 号線 ･ 県道３路線の維持管理経費 40,220
港湾の維持管理経費 5,544
諸浦港可動橋の維持管理経費 4,436

教育総務課
離島高校生修学助成金 1,920
教職員住宅の環境整備 2,565
小学校施設修繕費 3,671
中学校施設修繕費 3,480
要保護・準要保護児童・生徒への援助費 5,780
学校給食費補助金 43,089
学校給食センターの運営経費 53,555

学校教育課
英語指導助手の配置 10,129
英会話教室の実施 5,410
学校図書指導員の配置 5,970
スクールガードリーダーの配置 491
スクールソーシャルワーカーの配置 650

社会教育課
生涯学習学級，家庭教育学級，高齢者学級委託料 2,220
図書の購入 2,100
劇団四季公演，子ども劇団公演 3,056

平成 29年度補正予算の主な事業
単位：千円

総務課
ふるさと納税寄附分
　夢追いふるさと長島景観基金積立金 42,301
　夢追い獅子島架橋基金積立金 13,686
　ぶり奨学金基金積立金 26,127
ぶり奨学金指定寄附金（企業分） 5,349

企画財政課
夢追い獅子島架橋基金積立金（獅子島島民寄附分） 512
空き家改修補助 4,668

水産商工課
県営事業負担金　水産生産基盤整備（葛輪） 36,707
県営事業負担金　水産物供給基盤機能保全（薄井） 1,000
県営事業負担金　漁村再生交付金（茅屋） 11,440
県営事業負担金　水産基盤機能強化事業（幣串） 1,080
県営事業負担金　漁港施設機能強化事業（薄井） 3,660
県営事業負担金　県単漁港整備事業（薄井漁港） 1,391
特定離島ふるさとおこし推進事業　幣串漁具倉庫整備 1,178

耕地課
県営事業負担金　畑地帯総合整備事業（田尻） 9,050

建設課
指江川内線交付金事業費 21,356

福祉事務所
老人給食サービス事業 11,864
敬老祝い金の支給 5,207
高齢者等住宅の改造費助成 1,067
高齢者生活支援事業 18,296
老人クラブへの助成 1,857
シルバー人材センターの運営補助 3,268
子宝お祝い金の支給 5,400
ひとり親家庭の医療費助成 4,985
児童手当の支給 191,100
子ども医療費助成 35,299
保育所の運営補助 545,290
へき地保育所の運営費 9,031
母子家庭への児童扶養手当給付 51,647
子ども・子育て支援事業 11,180
生活保護の支給 107,025

介護環境課
生ごみ処理機キエーロの作成委託 744
生ごみ処理機購入補助 113
各集落のごみステーション設置に伴う補助 1,620
水俣病相談窓口の設置 1,104
獅子島等医療・福祉推進事業 25,433
家庭ごみ収集運搬経費 44,644
し尿処理経費 30,966

水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 1,141
恵比寿市の運営補助 250
獅子島地区の漁業再生支援 16,289
松ヶ平キャンプ場テント購入 1,070
公共施設の環境美化事業 14,085
水産種苗センターの管理費 22,509
レジャーランド太陽の里・椿の湯管理費 136,149

景観推進課
花カフェ長島及びブーゲンビリアの丘の管理等に
係る経費 12,737

ぐるっとフラワーロード事業 16,084
ツワブキ植栽・管理委託 7,934

水道課
浄化槽設置者に対する補助 95,986
鷹巣農業集落排水施設の管理費 12,721
汐見漁業集落排水施設の管理費 3,242
幣串漁業集落排水施設の管理費 6,248
三船漁業集落排水施設の管理費 3,799
町設置浄化槽の管理費 30,224

平成 30 年度当初予算は『骨格予算』

総務課
Ｊ－ＡＬＥＲＴ新型受信機設置 3,077
集落間交流事業 250
町の財産台帳整備 3,685
町長選挙費 7,656
町議会議員選挙費 1,650
消防団活動・運営経費 50,257
東消防分遣所整備事業 534,307
災害対策費 6,831

企画財政課
巡回バス運行補助 18,900
乗合タクシー運行補助 480
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,841
風力発電施設の管理費 6,665
長島夢追い元気発電所の管理費 50,916
獅子島観光案内所の運営 2,474
獅子島地区フェリー運賃補助 1,380
獅子島活性化航路補助 96

地方創生課
地域おこし協力隊 55,969
ふるさと納税に係る経費 194,472
空き家改修費補助 6,660

町民保健課
乳児・妊婦検診の委託 11,458
エンゼル支援事業補助 1,300
乳幼児から老人までの予防接種 32,613
がん検診等の委託 17,900

単位：千円

平成 30年度当初予算の主な事業

長島町
議会
定例会

平成 30年長島町議会定例会
　平成 30 年第１回長島町議会定例会が２月 28 日か
ら３月９日まで開かれ、46 議案が上程されました。
　１日の本会議では、平成 29 年度一般会計補正予算

（209 万９千円減額、総額 108 億 1164 万６千円）な
ど 13 議案が可決。
　平成 30 年度一般会計予算や、長島町特別会計条例
の一部を改正する条例など 32 議案が委員会に付託さ
れ、9 日の最終本会議で可決されました。
　このほか、社会資本整備総合交付金事業長島町総合
運動公園（多目的運動広場）整備工事請負契約変更に
ついて追加議案が上程され可決、人権擁護委員候補者
として福山眞人氏（山中集落）を推薦することへの諮
問をし、選任者としての答申を受けました。

平成 30年度当初予算
　町長選挙を４月に控えていることから「骨格予算」
とした平成 30 年度一般会計予算は総額 84 億 5429
万３千円（前年度当初比 15.1％減額）となりました。
　骨格予算とは、首長の選挙時期などの関係から、政
策的経費の予算計上を避け、人件費などの義務的経費
など必要最小限の経費を計上する予算のことをいいま
す。
　今回可決された当初予算に盛り込まれなかった事業
や政策的な判断が必要となる事業などは、新たな首長
の判断を仰ぎ、いわゆる「肉付け予算」として、今後
の補正予算に計上することとなります。
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わが町の地方創生

ぶり奨学金寄付金 寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場地方創生課　☎（86）1101［直通］

　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいた
だきました。
　・株式会社鶴丸薬品
　・児島歯科医院
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組み
です。ぜひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付
へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

↑ドキュメンタリー番組収録の様子

　南日本放送（MBC）で、長島を舞台にしたドキュ
メンタリー番組が放送されます。
　長島にＵターン、Ｉターンで働く人にスポット
ライトを当てた内容で、鰤の養殖や赤土ジャガイ
モの収穫現場などが紹介されます。
　番組内では、2019 年秋に公開を予定している
長島大陸映画「夕日のあと（仮）」の CM も初披
露の予定です。　30 分間まるまる長島を堪能で
きる内容となります。ぜひご覧ください！
○放送予定日時
　４月 29 日（日）　10 時 30 分～

長島を舞台にしたドキュメンタリー番組を放送長島大陸インターン（モニター版）を開催

↑花カフェでポスターの発表準備をする高校生ら

　３月 19 日からの 2 週間、鹿児島市から２人、
東京都から２人の計４人の高校生を受け入れ、長
島町に滞在しながら地元の生産者宅で職業体験を
行うプログラム「長島大陸インターン（モニター
版）」を開催しました。
　これは、長島町にあるさまざまな仕事について
深い理解を得てもらうための職業体験プログラム
です。
　参加者らは、鹿児島大学水産学部の東町ステー
ションに宿泊しながら職業体験を行いました。
　期間中の土日は、長島大陸 N センターで高校
生が中心になって、町内の中学生と情報収集の一
環として高校のポスターを作成しました。作成し
たポスターは N センターに掲示しますので、ぜ
ひ見に来てください。

　今後もＮセンターでは、町外からの高校生を随時
受け入れて行く予定です。

町外の高校生が、町内に移住した高校生と職業体験＆共同生活

　３月７日、役場指江庁舎で「長島町の未来を考
えるワークショップ」が開催されました。
　このワークショップは、熊本大学政策創造研究
教育センターの「グランドチャレンジ 2035」の
一環として行われたものです。
　今回のワークショップには、熊本大学、熊本県
立大学、福山市立大学などの教員や学生、地元生
産者と高校生、本町の地域おこし協力隊など約
40 人が参加しました。
　熊本大学熊本創生推進機構政策創造研究教育セ
ンターの田中尚人准教授の進行で、参加者らは班
に分かれて、長島町で取り組んでみたいことなど
について意見を交わし議論を深め、出された意見
を整理し発表しました。
　学生らは、ワークショップに先立って、リノベー
ション（改装）の対象となる空き家の見学も行い
ました。今後、大学教員や学生などを巻き込んだ
空き家リノベーションのワークショップなど、町
民の皆さんの参画と協力を得ながら、地域の課題
解決に向けた取り組みが進められることが期待さ
れます。
　今後も長島町での「学びと交流の場」として、
このような機会を定着できるよう進めていきます。

長島町の未来を考えるワークショップを開催

↑集約した意見を発表する学生たち

　4 月 22 日、太陽の里ピクニック広場で「長島
マルシェ」を開催します。
　マルシェとは、日本語で「市場」という意味で
使われます。
　町内外の生産者が軽トラックや自家用車で商品
を販売します。一次産品以外にも、アクセサリー
や飲食関係の出店も受け付けていますので、興味
のあるかたは、お問い合わせください。
　当日は、鹿児島市内の予約困難店「名山きみや」
や窯焼きピッツァ「d

デ ィ エ チ

ieci10」が長島町の食材を
使用した特別料理を販売します。ぜひご来場くだ
さい。

『長島マルシェ』出店者を募集！
○日時
　４月 22 日（日）　10 時～ 14 時
　※出店者は８時から搬入・設営可能
○場所
　太陽の里ピクニック広場
○出店スペース
　軽トラック約１台分（縦 3.5m、横 1.5m）
◎問い合わせ先
　長島未来企画合同会社　担当：太田
　☎ 090（7213）2758
　FAX：099（833）3471
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　長島町役場に６人が新規採用され、４月１日からそれぞれの部署で頑張っています。
　ニューフェースたちの意気込みを紹介します。町民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

役場の新人職員を紹介

　長島町の職員として働けることをとても嬉
しく思います。長島町職員であることに誇り
を持ち、今まで学んできたことや経験を生か
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てるよう精一杯がんばります。どうぞよろし
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（
町
民
福
祉
課
主
事
補
福

祉
事
務
所
兼
務
）

冷
水　

利
也

町
民
保
健
課
主
事
補

津
留　

洋
暁

介
護
環
境
課
主
事
補

常
本　

祐
督

税
務
課
主
事
補

大
堂　

清
彦

水
産
商
工
課
主
事
補

堀
井　

新
也

農
林
課
主
事
補

飯
尾　

航
太

〈
幼
稚
園
教
諭
〉

鷹
巣
幼
稚
園
教
諭
（
獅
子
島
幼
稚
園
教
諭
）

間
柄　
　

萌

獅
子
島
幼
稚
園
教
諭

岩
元　

知
里

〈
学
校
主
事
〉

鷹
巣
小
学
校
学
校
主
事
（
川
床
小
学
校
学
校
主
事
）

中
村　

志
保

川
床
小
学
校
学
校
主
事（
蔵
之
元
小
学
校
学
校
主
事
）

山
下　

み
つ
え

城
川
内
小
学
校
学
校
主
事（
川
床
中
学
校
学
校
主
事
）

堀
野　

澄
子

長
島
中
学
校
学
校
主
事
（
鷹
巣
小
学
校
学
校
主
事
）

滝
下　

淳
子

〈
派
遣
〉

鹿
児
島
県
（
総
務
課
主
事
）

石
橋　

誠
悟

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
（
総
務
課
主
事
補
）

﨑
川　

郁
弥

〈
再
任
用
〉

農
林
課
主
事

兒
玉　

修
二

　生まれ育った長島町で働ける事を嬉しく思
います。町民の皆様の目線に立ち、信頼関係
を築き、責任感と積極性を持って仕事に取り
組んで参ります。よろしくお願いします。

常
つねもと

本　祐
ゆうすけ

督（37）

介護環境課

　生まれ育った長島町で働けることをうれし
く思います。一日でも早く町民の皆さまの役
に立てるよう日々努力していきたいと思いま
す。明るく元気に頑張りますのでよろしくお
願いします。

飯
い い お

尾　航
こ う た

太（24）

農林課

　一日でも早く仕事を覚えて町民の皆様のお
役に立てるように頑張っていきたいと思いま
す。これまで学んできたことも踏まえ、一生
懸命努力していきますので、ご指導の程よろ
しくお願いします。

大
おおどう

堂　清
きよひこ

彦（31）

税務課

　私をここまで育ててくれた長島町の職員に
なることができたのを嬉しく思うとともに、
長島町役場職員としての誇りと自覚を持って
仕事に取り組んでいきたいと思います。皆様
の役に立てるよう日々頑張って参ります。よ
ろしくお願い致します。

津
つ る

留　洋
ひろあき

暁（22）

町民保健課

　故郷、長島町で職員として働けることを嬉
しく思います。子どもたちが主体的に長島の
良さを発見できるような活動ができればと思
います。まだまだ未熟者ですが、明るさと笑
顔を忘れずに、精一杯頑張りたいと思います。
よろしくお願いします。

岩
いわもと

元　知
ち さ と

里（24）

獅子島幼稚園
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国
民
健
康
保
険
税
の
決
め
方
が
変
わ
り
ま
す

長島町地域包括支援センターだより
長島元気ＧＯＧＯ！体操で、いつまでも自分の足で歩いて行こう！

「小浜わかがえり隊」
　広報長島の “長島町地域包括支援センターだよ
り” を見て、自分たちの集落でも運動グループを
立ち上げたい！との声が集まり、平成 30 年 3 月
から活動しています。
　グループの名前は「心も身体も若返りたい！」
という思いから、「小浜わかがえり隊」に決定し
ました。毎週火曜日の午後 1 時 30 分～午後 2 時
30 分が活動時間で、徐々に人数も増えてきてい
ます。
　数回にわたり、長島元気 GOGO ！体操をして
いるグループの紹介をしてきましたが、長島町地
域包括支援センターでは、グループの立ち上げや
活動の支援を行い、より多くの人が参加できるグ
ループづくりをサポートしています。ご相談くだ
さい。

◎問い合わせ先
　長島町地域包括支援センター（介護環境課内）
　☎（86）1153［直通］

↑長島元気 GOGO! 体操を実践する参加者たち

平成 30 年度国民健康保険税税率

医療分（国保に加入する全ての人）

所得割 均等割 平等割

（前年中総所得－ 33 万）× 6% 18,000 円×被保険者数 19,000 円×１世帯

後期高齢者支援分（国保に加入する全ての人）

所得割 均等割 平等割

（前年中総所得－ 33 万）× 3.8% 8,000 円×被保険者数 9,000 円×１世帯

介護分（国保に加入する 40 歳以上 65 歳未満の人）

所得割 均等割 平等割

（前年中総所得－ 33 万）× 2.4% 8,500 円×被保険者数 8,500 円×１世帯

※税率の変更はありません
　所得割…所得に応じて計算　  均等割…被保険者数に応じて計算　  平等割…１世帯ごとに計算

国民健康保険税＝医療分＋後期高齢者支援分＋介護分

　

制
度
改
革
に
伴
い
、
財
政
の
運
営

主
体
が
都
道
府
県
単
位
に
な
り
ま
す

が
、
課
税
・
徴
収
は
今
ま
で
ど
お
り
、

長
島
町
が
行
い
ま
す
。

　

納
め
ら
れ
た
保
険
税
は
、
国
保
事

業
費
納
付
金
と
し
て
長
島
町
が
県
へ

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
保

事
業
費
納
付
金
の
金
額
は
、
医
療
費

水
準
な
ど
を
考
慮
し
て
県
が
市
町
村

ご
と
に
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
税
率
に
つ
い
て
は
、

国
保
事
業
費
納
付
金
と
国
民
健
康
保

険
全
体
の
財
政
状
況
を
考
え
て
、
長

島
町
が
毎
年
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
長
期
的
に
は
県
内
が
同
じ

税
率
に
な
る
よ
う
に
県
と
市
町
村
で

今
後
も
話
し
合
い
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
平
成
30
年
度
か
ら
３
方
式
へ

　

こ
れ
ま
で
、
長
島
町
で
は
４
方
式

（
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平

等
割
）
で
保
険
税
の
計
算
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
度
か
ら
資

産
割
を
除
く
３
方
式
で
県
内
統
一
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

が
変
わ
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
の
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
率

の
見
直
し
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
成

30
・
31
年
度
の
保
険
料
率
を
、
次
の

表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
均
等
割
額
・
所
得
割
率
と

も
下
が
っ
て
い
ま
す
。

後期高齢者医療保険料率の改定内容

内訳 変更前
（平成 28・29 年度）

→

変更後
（平成 30・31 年度）

均等割 51,500 円 50,500 円

所得割率 9.97％ 9.57％

年間負担限度額 57 万円 62 万円

◎問い合わせ先
　役場町民保健課
　☎（86）1157［直通］
　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保険料班
　☎ 099（206）1329

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

65
歳
以
上
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
は
、
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
３

年
ご
と
に
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま

で
の
３
年
間
、第
７
期
の
保
険
料
は
、

給
付
費
の
実
績
や
高
齢
者
お
よ
び
要

介
護
認
定
者
の
人
口
の
推
移
な
ど
を

も
と
に
算
定
し
、
介
護
給
付
費
な
ど

を
賄
う
た
め
に
必
要
な
介
護
保
険
料

月
額
基
準
額
を
、
５
５
０
０
円
と
算

定
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
今
後
ま
す
ま

す
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
し
、
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
や
将
来
の
安
定
し
た
暮

ら
し
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
制

度
で
す
。
介
護
保
険
料
は
、
そ
の
制

度
の
大
切
な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
介
護
環
境
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

介護保険料の改定内容
（平成 30 年度～平成 32 年度）

所得段階 保険料率 月額保険料
（改定前） 対象者

第 1 段階 基準額× 0.50 2,750 円
（2,500 円）

世帯全員が住民税非課税
（合計所得金額 + 課税年金収入≦ 80 万円）

第 2 段階 基準額× 0.75 4,125 円
（3,750 円）

世帯全員が住民税非課税 
（合計所得金額 + 課税年金収入≦ 120 万円）

第 3 段階 基準額× 0.75 4,125 円
（3,750 円）

世帯全員が住民税非課税
（第１・第２段階以外）

第 4 段階 基準額× 0.90 4,950 円
（4,500 円）

本人が住民税非課税 
（公的年金等収入 + 合計所得金額≦ 80 万円）

第 5 段階 基準額 5,500 円
（5,000 円）

本人が住民税非課税 
（上記以外）

第 6 段階 基準額× 1.20 6,600 円
（6,000 円）

本人が住民税課税で、合計所得金額が基
準所得金額（120 万円）未満

第 7 段階 基準額× 1.30 7,150 円
（6,500 円）

本人が住民税課税で、合計所得金額が基
準所得金額（200 万円）未満

第 8 段階 基準額× 1.50 8,250 円
（7,500 円）

本人が住民税課税で、合計所得金額が基
準所得金額（300 万円）未満

第 9 段階 基準額× 1.70 9,350 円
（8,500 円）

本人が住民税課税で、合計所得金額が基
準所得金額（300 万円）以上
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◎問い合わせ先
　役場町民保健課　☎（86）1157［直通］

○対 象 者　40 歳以上の男女
○料　　金　無料
※会場が限定されますが、特定健診時にも、集団
　検診を行います。

◆歯周疾患検診
期　　間 会　　場

11 月 1 日～
　12 月 28 日

児島歯科医院
平尾歯科診療所

○対 象 者　20 歳～ 39 歳の男女
　（ 医療保険の種類に関係なく、町民であれ
　　ば受けることができます）
○料　　金　無料
※ 39 ヘルスチェック対象者へは受診券の発
　行がありません。特定健診と同日に行いま
　す。都合の良い会場へおこしください。

◆ 39 ヘルスチェック

自分のからだのこと…どれくらい知っていますか？

※日程は、現時点での計画となります。変更される
　場合もあります。
※対象年齢の基準日は、平成 31 年 3 月 31 日時点です。

○対 象 者　20 歳以上の女性
○受付時間　午前　 9：00 ～ ９：30
　　　　　　午後　13：00 ～ 13：30
　　　　　　（獅子島　12：00 ～ 13：00）
　　　　　　夕方　17：00 ～ 18：30
○料　　金　無料
※節目（前年度）年齢の人を対象とする個別検
診は 10 月以降に実施します。

◆子宮頸がん検診
日　　程 会　　場

5 月 24 日（木）
午後 蔵之元自治公民館
夕方 長島町文化ホール

5 月 25 日（金）
午前 長島町文化ホール
午後 山門野コミュニティセンター

5 月 26 日（土）
午前 長島町文化ホール
午後 保健福祉センター

5 月 29 日（火）
午後 獅子島アイランドセンター
夕方 保健福祉センター

5 月 30 日（水）
午前 川床コミュニティセンター
午後 平尾老人憩いの家

5 月 31 日（木）
午前

保健福祉センター
午後

９月３日（月）
午後

長島町文化ホール
夕方

９月 12 日（水）
午後

保健福祉センター
夕方

◆肺 ( 結核 )・大腸がん検診
日　　程

６月 18 日（月） ６月 25 日（月）

６月 19 日（火） ６月 26 日（火）

６月 20 日（水） ６月 27 日（水）

６月 21 日（木） ６月 28 日（木）

６月 29 日（金）

７月２日（月）

○対 象 者　肺がん　40 歳以上の男女
　　　　　　大腸がん　40 歳以上の男女
○受付時間　公民館ごとに異なります。
　　　　　　・１日おおよそ４～７か所の各公民館
　　　　　　　を巡回します。
　　　　　　・受付時間は受診票に記載します。
○料　　金　無料
※大腸がん検診は、冬期に郵送による個別検診も
実施します。
○夕方検診を実施
　日中の時間帯、受診できない人は、夕方検診をご
利用ください。
　6 月 20 日（水）　長島町文化ホール
　6 月 28 日（木）　保健福祉センター
　受付時間　17：00 ～ 18：30

平成 30 年度 各種検 ( 健 ) 診日程

　町では、次のとおり各種検 ( 健 ) 診を実施します。
１年に１回は検 ( 健 ) 診を受けるようにしましょう。

◆乳がん検診
日　　程 会　　場

９月３日（月）
午後

長島町文化ホール
夕方

９月 12 日（水）
午後

保健福祉センター
夕方

○対 象 者　前年度に節目年齢（40、45、50、
　　　　　　55、60、65、70 歳）到達の女性
○受付時間　午後　13：00 ～ 13：30
　　　　　　夕方　17：00 ～ 18：30
○料　　金　無料
※節目（前年度）年齢の人を対象とする個別検
診は 10 月以降に実施します。

長島町総合町民体育館にトレーニングルームを新設
　長島町総合町民体育館のリニューアルに伴い、
体育館内にトレーニングルームが新設されまし
た。
　室内には、数種類の器具が設置され、さまざま
なトレーニングができます。
　器具の使い方がわからない場合は、管理人に声
をかけてください。
　利用時間・料金については次のとおりです。
○利用時間
　月曜日～金曜日　17：00 ～ 22：00
　土曜日　　　　　 8：30 ～ 22：00
　※日曜日は利用できません。
○利用料金
　大人　１回 100 円
　子ども（小・中・高）　１回 50 円

◎問い合わせ先
　教育委員会社会教育課
　☎（88）6500［直通］

↑設備が充実したトレーニングルーム

○対 象 者
　特定健診　長島町国民健康保険被保険者の
　　　　　　うち 40 歳以上の男女
　長寿健診　後期高齢者医療被保険者
　胃がん　　40 歳以上の男女
○受付時間　8：00 ～ 10：00
○料　　金　無料
　その他、同時に行われる検査項目と料金
　・肝炎ウイルス検診　　  無料
　・腹部超音波検診　　2,000 円
　・骨粗しょう症検診　   500 円
　・前立腺がん検診　　1,000 円

◆特定・長寿健診および胃がん検診
日　　程 会　　場

７月５日（木） 諸浦コミュニティセンター
７月６日（金） 獅子島アイランドセンター
７月７日（土） 旧幣串幼稚園
７月８日（日） 御所ノ浦高齢者コミュニティセンター
７月９日（月） 火ノ浦公民館

８月 20 日（月） 平尾小学校体育館
８月 21 日（火） 蔵之元公民館
８月 22 日（水） 長島町文化ホール
８月 23 日（木） 長島町文化ホール
８月 24 日（金） 山門野コミュニティセンター
10 月３日（水） 保健福祉センター
10 月４日（木） 保健福祉センター
10 月５日（金） 保健福祉センター
10 月６日（土） 川床コミュニティセンター

11 月 10 日（土） 長島町文化ホール
11 月 11 日（日） 保健福祉センター
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３
日

４
日

６
日

８
日

９
日

12
日

13
日

14
日

15
日

16
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

北
薩
摩
観
光
物
産
展
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

（
鹿
児
島
市
）

汐
見
小
学
校
閉
校
式　
　
　
（
汐
見
小
学
校
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
最
終
本
会
議　
　
　
　
（
役
場
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

中
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
鷹
巣
中
学
校
）

市
町
村
総
合
事
務
組
合
定
例
会（
鹿
児
島
市
）

平
成
30
年
度
豆
類
、
赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産

販
売
対
策
会
議　
　
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会（
出
水
市
）

町
村
会
新
役
員
挨
拶
ま
わ
り　
（
鹿
児
島
市
）

水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議
会

（
薩
摩
川
内
市
）

自
公
連
・
衛
自
連
総
会
・
懇
親
会（
太
陽
の
里
）

鹿
児
島
県
土
改
連
通
常
総
会
，
理
事
会　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
農
業
農
村
整
備
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

平
成
29
年
度
獅
子
島
振
興
会
総
会

（
湯
ノ
口
も
く
も
く
館
）

小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
汐
見
小
学
校
）

な
が
し
ま
恵
比
寿
市
実
行
委
員
会　

北
薩
摩

の
地
域
振
興
褒
賞
受
賞
報
告　
　
　
（
役
場
）

健
康
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会　
　
（
役
場
）

第
８
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
前
）

教
職
員
管
理
職
送
別
会　
　
　
（
太
陽
の
里
）

唐
隈
公
民
館
落
成
式　
　
　
　
　
　
（
唐
隈
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
（
阿
久
根
市
）

鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
理
事
会（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会
、
町
村

会
臨
時
総
会
・
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
・
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

退
職
者
辞
令
交
付
式
・
辞
任
式　
　
（
役
場
）

総
合
町
民
体
育
館
こ
け
ら
落
し

３月

　史上最高の演技を究め、世界
の頂点に立ったその成長の軌跡
を本人が語る。唯一無二のイン
タビュー集です。

　アイスクリームパーラーをのぞ
くノラネコぐんだん。そしたら、
からの缶をみつけて…。さてさて、
今度は何をやらかすのか？

工
藤
ノ
リ
コ　

作

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

ア
イ
ス
の
く
に
」

中
央
公
論
新
社

「
夢
を
生
き
る

羽
生
結
弦
」

霞
立
つ
薩
摩
に
火
噴
く
山
ふ
た
つ
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

な
り
は
ひ
に
緩
急
の
あ
り
揚
雲
雀
　
　
　
　
迫
口
　
君
代

万
葉
の
瀬
戸
の
速
潮
飛
花
落
花
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

行
き
ま
ど
ふ
男
坂
あ
り
花
遍
路
　
　
　
　
　
白
男
川
孝
仁

引
鶴
の
旋
回
す
る
や
離
任
式
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
武
志

殿
し
ん
が
りを
は
げ
ま
す
声
や
鶴
帰
る
　
　
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

賛
美
歌
で
迎
ふ
る
嫁
や
風
光
る
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

大
根
抜
く
母
の
残
せ
し
小
菜
園
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

学
童
と
別
れ
の
握
手
花
の
道
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

強こ
わ
ご
ち

東
風
に
登
校
の
子
ら
背
を
押
さ
れ
　
　
　
山
田
　
哲
夫

亡
き
娘
と
の
思
い
出
繋
ぐ
初
桜
　
　
　
　
　
坂
口
　
静
子

［
短
歌
］

憎
ら
し
や
イ
ノ
シ
シ
柵
を
巡
ら
せ
て
よ
く
よ
く
見
れ
ば
我

オ
リ
の
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢

無
口
だ
と
思
い
し
男や

つ

が
滔と

う
と
う々

と
語
り
続
け
る
送
別
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

如
月

た
ん
ぽ
ぽ
つ
め
た
い
雨
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
ぬ
ら
し
花
び
ら
半

分
ひ
ら
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

睦
み
あ
う
ポ
ニ
ー
の
背せ

な

に
桜
舞
う
何
も
要
ら
な
い
今
日
の

一ひ
と
ひ日

は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

桜
花
満
開
成
る
や
美
し
い
風
に
吹
か
れ
て
跡
形
無
き
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

春
晴
れ
て
水
彩
画
の
色
美
し　
　
　
　
　
　

宗
方　

枕
流

炎
天
に
手
入
れ
怠
り
し
庭
の
菊
小
さ
き
花
を
悔
み
つ
つ
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

亡
き
父
の
形
見
の
海
棠
移
植
よ
り
三
年
を
へ
て
枝
に
花
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

対
馬
丸
戦
艦
大
和
の
み
し
海
移
ろ
ひ
早
し
今
日
の
あ
か
ね
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

雑
草
の
茂
り
て
雨
が
止
む
原
に
蕗
の
薹
伸
び
小
花
が
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

は
な
び
ら
は
散
り
つ
つ
葉
桜
芽
ぶ
き
い
る
自
然
の
理
厳
し

さ
を
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

デ
イ
ケ
ア
に
友
と
集
ひ
て
窓
に
見
る
丘
の
風
車
に
手
を
合

わ
せ
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

雪
ど
け
の
雫
の
音
に
亡
き
父
の
胡あ

ぐ
ら坐

恋
ほ
し
昏
れ
ゆ
く
厨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

わ
が
心
支
へ
き
た
り
し
汐
見
小
閉
校
の
辞
に
涙
さ
し
ぐ
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

孫
娘
と
焼
肉
を
食
う
食
欲
の
有
り
て
我
が
生
細
く
は
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

長島町総合町民体育館リニューアル記念事業
プロの選手らがバレーボール教室

　３月 30 日、長島町総合町民体育館のリニュー
アルを記念して、「サントリーサンバーズ バレー
ボール教室ＩＮ長島町」が同体育館で開催されま
した。
　サントリーサンバーズ（大阪府・荻野正二監督）
は、Ｖ・プレミアリーグに所属するプロのバレー
ボールチームです。この日は、プロの選手に教わ
ろうと町内小中学校のバレーボーラー約 120 人
が集まりました。
　参加した鶴長颯斗さん（長島中）は「プロの選
手に教わったのは初めて。プレーの一つ一つがと
ても上手で、今日の練習で学んだことを生かした
い」と話しました。

↑プロ選手と一緒に練習する参加者ら

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
語
り
合
う

第
11
回
関
西
な
が
し
ま
会

　

３
月
18
日
、
第
11
回
関
西
な
が
し
ま

会
交
流
会
が
大
阪
太
閤
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
町
内
出
身
の
会
員
約

１
７
０
人
が
出
席
し
、
石
塚
副
町
長
ら

町
の
一
行
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
焼
酎
「
島
美
人
」
を
酌

み
交
わ
し
な
が
ら
、
互
い
の
近
況
報
告

や
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
恒

例
の
町
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
の

ほ
か
、唄
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、ス
テ
ー

ジ
を
飛
び
出
し
、
出
席
者
が
一
同
に
踊

る
な
ど
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

↑踊りなどで盛り上がる会場

川内原子力発電所 30km 圏内の自治体へ
九州電力が福祉車両を寄贈

　３月 20 日、九州電力から福祉車両１台が寄贈
され、その寄贈式が役場前駐車場で行われました。
　これは、平成 28 年に三反園訓鹿児島県知事が

「自治体の避難計画に対する支援体制の強化」を
要請していたことに対し、同社が対応したもので、
川内原子力発電所から 30 ㌔圏内の自治体や福祉
施設など計 35 台を寄贈。原子力災害などが発生
した際に、要支援者などの避難支援に利用される
ことになります。
　同社の城後精一立地コミュニケーション本部企画
部長は「原子力災害時の避難支援強化のために譲渡
させていただくが、そういった災害を絶対起こさな
いよう、自主的、継続的に原子力発電所の安全性を
引き続き高めていきたい」とあいさつしました。

↑石塚副町長へ目録を手渡す城後部長

1617



町
立
図
書
館
が
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
し
た

　

長
島
町
立
図
書
館
（
鷹
巣
・
指

江
）
は
、
こ
れ
ま
で
毎
週
月
曜
日

を
休
館
日
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
月
曜

日
の
午
後
も
開
館
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
開
館
時
間

・
月
曜
日

　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

・
火
曜
日
～
日
曜
日

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

○
休
館
日

　

祝
日
の
み

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
鷹
巣
図
書
館

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

町
立
指
江
図
書
館

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

行
政
相
談
所
を
開
設

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の

仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
要
望

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
行
政
相
談
委

員
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

相
談
や
行
政
の
仕
組
み
な
ど
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者

へ
助
言
し
た
り
関
係
機
関
へ
の
橋

渡
し
を
す
る
の
が
主
な
仕
事
で

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

○
鷹
巣
会
場

・
日
時　

５
月
10
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

・
場
所　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

・
行
政
相
談
委
員

　

下
平
隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

大
平
洋
光
氏
（
指
江
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

平
成
30
年
国
民
生
活
基
礎
調

査
を
実
施

　

平
成
30
年
国
民
生
活
基
礎
調
査

は
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
所
得
な

ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事
項
を
調

査
し
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
の

企
画
お
よ
び
立
案
の
た
め
の
基
礎

資
料
を
得
る
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。

　

調
査
票
は
世
帯
票
と
所
得
票
の

２
種
類
が
あ
り
、
世
帯
票
が
平
成

30
年
６
月
７
日
、
所
得
票
が
平
成

30
年
７
月
12
日
を
期
日
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
調
査

員
が
配
布
し
た
調
査
票
に
記
入
し

て
い
た
だ
き
、
後
日
調
査
員
が
回

収
に
伺
い
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
お
よ
び
必
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉

環
境
部
健
康
企
画
課
企
画
管
理
係

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
５

チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で

竹
林
の
再
生
し
ま
せ
ん
か
？

　

町
で
は
、
竹
林
な
ど
で
発
生
し

た
伐
採
材
を
粉
砕
す
る
樹
木
粉
砕

機
（
チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
）

２
台
を
有
償
で
貸
し
出
し
て
い
ま

す
。

　

チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
は
、

伐
採
な
ど
で
出
る
竹
（
直
径
13
㌢

ま
で
）
や
枝
木
（
約
５
㌢
ま
で
）

の
粉
砕
が
で
き
る
機
械
で
、
粉
砕

し
た
チ
ッ
プ
は
そ
の
ま
ま
肥
料
な

ど
と
し
て
現
地
で
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

竹
林
だ
け
で
な
く
、
植
木
の
手

入
れ
で
発
生
し
た
伐
採
材
な
ど
も

粉
砕
で
き
る
の
で
、
竹
林
の
再
生

を
し
た
い
か
た
や
植
木
の
手
入
れ

で
お
困
り
の
か
た
は
、
ぜ
ひ
活
用

く
だ
さ
い
。

　

貸
し
出
し
は
、役
場
（
農
林
課
）

で
借
用
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
す
る
だ
け
で
す
。（
た
だ
し
、

運
搬
は
申
請
者
で
し
て
も
ら
い
ま

す
の
で
必
ず
軽
ト
ラ
ッ
ク
ま
た
は

そ
れ
以
上
の
車
両
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
積
み
込
み
用
の
ア
ル
ミ
ブ

リ
ッ
ジ
も
備
え
て
い
ま
す
）

○
借
用
代

　

１
時
間
当
た
り
５
０
０
円
（
貸

し
出
し
時
お
よ
び
返
却
時
に
ア

ワ
ー
メ
ー
タ
ー
で
稼
働
時
間
を
確

認
し
ま
す
）

○
借
用
期
間

　

１
回
当
た
り
最
大
２
週
間
ま
で

（
作
業
終
了
後
は
速
や
か
に
返
却

く
だ
さ
い
）

　

※
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
長
期
間
の
貸
し
出
し
は
行
い

ま
せ
ん
。

○
そ
の
他

　

返
却
時
は
、燃
料
（
ガ
ソ
リ
ン
）

を
満
タ
ン
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
走
式
で
す
の
で
、
竹
林
内
を

広
く
整
備
す
る
こ
と
に
も
有
効
的

で
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
林
務
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

農
作
業
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す

　

鹿
児
島
県
内
に
お
い
て
平
成
30

年
に
入
り
農
作
業
死
亡
事
故
が
５

件
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、「
県
内

全
域
に
お
け
る
農
作
業
死
亡
事
故

多
発
警
報
」
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　

農
作
業
事
故
は
、
農
繁
期
の
４

月
～
６
月
に
増
加
し
、
死
亡
事
故

も
多
く
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
な
ど
で

忙
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
家
族
や

地
域
で
声
を
か
け
合
っ
て
、
ゆ
と

り
を
も
っ
た
農
作
業
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

○
注
意
喚
起
事
項

・
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
全
フ
レ
ー
ム

の
装
着
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
忘
れ
な
い
こ
と

・
路
肩
ま
で
草
刈
り
を
行
い
、
路

面
と
の
境
界
を
把
握
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と

・
農
作
業
に
行
く
際
は
、
携
帯
電

話
を
持
ち
歩
く
よ
う
に
心
が
け
る

こ
と

・
農
業
機
械
の
点
検
や
雑
草
等
の

巻
き
つ
き
を
取
り
除
く
時
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
こ
と

・
原
則
野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注

意
す
る
こ
と

○
発
令
期
間

　

３
月
20
日
～
５
月
31
日

○
そ
の
他

・
４
月
か
ら
６
月
は
全
県
的
に

「
春
の
農
作
業
安
全
事
故
ゼ
ロ
運

動
」
を
実
施

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
課
農
政
係

　

☎
（
88
）
５
６
７
０
［
直
通
］

税
務
署
で
の
相
談
は
事
前
の

予
約
を

　

税
務
署
で
の
相
談
は
、
事
前
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
書
類
や
事
実
関
係
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
電

話
に
よ
る
相
談
が
困
難
な
場
合
に

は
、
事
前
に
相
談
日
時
な
ど
を
予

約
し
た
上
で
、
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
名
前
・
住
所
・

相
談
内
容
を
伺
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

　

※
自
動
音
声
案
内

単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への切替を推進

◎問い合わせ先
　役場水道課下水道係　☎（88）5664［直通］

浄化槽設置工事費個人負担金の内訳　町の浄化槽整備事業は、個人設置型整
備事業を推進しています。
　これにより、平成 32 年度までに限り
浄化槽設置工事費（本体のみ）に対して
補助金が増額され、個人負担金の軽減が
図られます。
　単独処理浄化槽（し尿のみを処理する
浄化槽）から、合併処理浄化槽に付け替
えるかたには、撤去費の一部を補助（上
限９万円）しています。

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
【半額に軽減】

（新）
平成 24 年度から
平成 32 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

単独処理浄化槽撤去費補助　上限 90,000 円

負担軽減措置を 32 年度まで延長！
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↑表彰を受ける生徒代表（平尾中学校）

体力アップ！チャレンジかごしま

校が学校賞を受賞２
　県教育委員会の体力向上推進事業「体力アッ
プ！チャレンジかごしま」で、平尾中学校と鷹巣
中学校の２校が受賞し、３月 12 日に受賞式が各
校で行われました。
　この事業は、生徒の運動習慣の育成や体力向上
を図るために県教育委員会が実施しているもの
で、長縄跳びを使った種目などに学級単位で競い
合うものです。
　取り組みが積極的な学校へ贈られる学校賞は、
今年度４校が受賞しましたが、うち２校は本町の
中学校が受賞し、平尾中学校は昨年に引き続き２
年連続の受賞という快挙を成し遂げました。

↑入門の報告をする小島さん（写真右から３人目）

浅香山部屋への入門を報告

指すは関取目
　町内の中学校の卒業式が行われた３月 13 日、
川床中学校を卒業した小島大

ひろまさ

尚さん（火ノ浦）が、
川添町長へ浅香山部屋（浅香山親方・元大関魁皇）
への入門の報告のため来庁しました。
　５歳から柔道を始め、小学校・中学校で県大会
はもとより全国大会への出場経験も持つ小島さん
は現在 180 ㌢、126 ㌔。すでに複数回の浅香山
部屋での体験入門を経て、稽古にも参加していま
す。
　「稽古は体験入門の時よりもきついけど、早く
上に上がれるように頑張りたい」と抱負を話した
小島さんは、３月場所で前相撲を取り２番出世で
５月場所デビューとなります。今後の活躍を期待
します。

自衛隊入隊予定者壮行会

練を乗り越え活躍を訓
　３月８日、自衛隊入隊者壮行会が長島町役場で
あり、自衛隊関係者や町自衛隊家族会員らが新入
隊者を激励しました。
　本年度の入隊者は、坂之下聡

さ と し

志さんと立野修
しゅうや

也
さん（ともに山門野中）の２人です。
　坂之下さんは陸上自衛隊えびの駐屯地（宮崎
県）、立野さんは陸上自衛隊国分駐屯地（霧島市）
への配属が決まっています。
　坂之下さんは「訓練は厳しく、苦しいこともあ
ると思うが、立派な自衛官をめざして頑張ります」
と抱負を述べました。 ↑入隊が決定した坂之下さん（写真左）と立野さん（同右）

劇団四季ミュージカル

真の演技で観客を魅了迫
　３月 23 日、町文化ホールで劇団四季によるファ
ミリーミュージカル「嵐の中の子どもたち」が上
演されました。
　本町で 30 回目となった本公演では、舞台とな
るハミングバード村の 18 人の子どもたちが、大
嵐に遭遇する危機の中で、手を取り合い「勇気」
や「思いやり」など大切なものに気づいていくス
トーリーです。
　迫力のある演技やダンスシーン、力強く伸びや
かな歌声、煙を吐いて走り出す機関車のシーンな
ど、観客らは出演者の素晴らしい演技と本格的な
舞台に魅了されていました。

↑川添町長へ受賞の報告をする実行委員会のメンバーら

北薩摩の地域振興褒賞

島町のＰＲ・産業振興に貢献長
　北薩地域の振興に貢献した個人・団体に贈る賞と
して、県北薩地域振興局が本年度に創設した「北薩
摩の地域振興褒賞」で、本町のながしま恵比寿市実
行委員会が受賞し、３月 23 日、川添町長へ受賞の
報告をしました。
　同委員会は、毎月第４日曜日に朝市「ながしま恵
比寿市」を茅屋港で開催し、本町の旬の魚や加工品、
農産物を販売。この恵比寿市を通じて、本町特産品
の認知度の向上と消費の拡大を図り、本町のＰＲ・
産業の振興に大きく貢献したことから、今回の受賞
となりました。

小中学校で卒業式

見小、最後の卒業生が巣立つ汐

　町内の５中学校と８小学校では、３月 13 日と 22
日、卒業式があり小学生 113 人、中学生 108 人が
卒業を迎えました。
　24 日、平成 29 年度で閉校となる汐見小学校（肥
後広行校長・10 人）では、福山恵利さん１人が卒
業の日を迎え、保護者や関係者、地域の人たちが見
守る中、卒業証書が手渡されました。
　同校伝統の「汐見樽太鼓」のリーダーとして、こ
の１年間頑張ってきた福山さんは「学校も無くなり
本当に哀しいが、最後の卒業生として中学校でも一
生懸命努力して頑張っていきたい」と笑顔で話して
いました。

↑素晴らしい演技で観客らを魅了

↓
最
後
の
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
福
山
さ
ん
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10,525（-90）

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,093（-36）
5,432（-54）

  4,465（-18）

▽
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
広

報
係
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
着
任
か
ら
３
年
の
間
、
私
自

身
、
結
婚
・
子
ど
も
の
誕
生
と
人

生
の
節
目
の
一
つ
を
迎
え
、
広
報

係
卒
業
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

奇
し
く
も
母
校
で
あ
る
汐
見
小
学

校
の
閉
校
を
迎
え
、
そ
の
記
事
を

書
く
こ
と
に
な
り
、
私
に
と
っ

て
、
広
報
係
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
毎
月
、
締
切

日
が
迫
る
た
び
に
憂
鬱
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ざ
異
動
と
な
る

と
寂
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
３

年
間
、
情
報
提
供
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
読
者
の
み
な
さ

ん
、
忙
し
い
時
に
支
え
て
く
れ
た

家
族
、
職
場
の
仲
間
に
感
謝
し
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

「
広
報
な
が
し
ま
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
（
濵
田
将
尚
）

▽
4
月
か
ら
広
報
係
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
広
報
誌
作

成
の
経
験
が
無
く
、
イ
チ
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
が
、
歴
代

広
報
係
を
担
当
さ
れ
た
先
輩
達
に

負
け
な
い
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
、
町

内
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
カ
メ
ラ
を
構

え
て
、
皆
さ
ん
に
撮
影
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
依
頼
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
快

く
引
き
受
け
て
頂
け
た
ら
、
有
難

い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
田
上
徹
）

平成 30年３月 31 日現在
(　) 内は前月比

オ
リ
ジ
ナ
ル
植
物
標
本
を
作
ろ
う

～
「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」
体
験
会
～

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

４
月
28
日
、
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
内
で

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
体
験
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
色
と
り
ど
り

の
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
透
明
な
液
体
と
と
も

に
瓶
詰
め
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
の
こ

と
で
す
。

　

初
め
て
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
日

本
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
協
会
認
定
講
師
の
松

下
恵
子
氏
を
招
き
実
施
し
ま
す
。

　

世
界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
植

物
標
本
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

　

４
月
28
日
（
土
）
10
時
～
15
時

○
場
所

　

花
フ
ェ
ス
タ
会
場
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

※
雨
天
時
は
町
文
化
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

○
講
師

　

日
本
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
協
会 

認
定
講
師

　

松
下
恵
子
氏

○
参
加
費

　

１
０
０
０
円
～

　

※
瓶
の
大
き
さ
に
よ
り
異
な
り
ま
す

○
そ
の
他

　

予
約
が
必
要
で
す
。

◎
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

花
フ
ェ
ス
タ
事
務
局
（
役
場
景
観
推
進
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑瓶の中に咲く色鮮やかな植物
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月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１８５

１１ １２６ ９ １０

１８ １９１３ １４ １６ １７

２５ ２６２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２７ ２８

４３

１５

７ ８

１ ２ ５

 6/1  6/2

 4/29  4/30

２９ ３０ ３１

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

憲法記念日

○鷹巣診療所 86-0054
○三慶医院 63-2333
○よしだ泌尿器科クリニック63-7800
○鶴見医院 73-0553
○あくね歯科医院 72-0556
□長島調剤薬局 64-5555
□タカラ調剤薬局 62-8813
□こがね薬局 64-1132
□会営薬局阿久根店 72-5060
◇出水総合医療センター 67-1611

みどりの日

○長島クリニック88-6405
○野田診療所 84-2023
○おかだクリニック 63-7011
○しみずこども医院 68-0633
○黒木医院 75-0200
○あくね歯科医院 72-0556
□しおかぜ薬局 88-6011
□野田調剤薬局 84-2856
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
◇しみずこども医院 68-0633

こどもの日

○平尾診療所 88-2595
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○林泌尿器科クリニック64-8800
○いまむらクリニック 73-1700
○村岡歯科医院 62-0601
□メープル薬局 62-9292
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□市民調剤薬局 68-0150
◇二宮医院 62-0167

○飯尾医院 88-5040
○さくら通りクリニック 62-2311
○わかずぎ皮フ科クリニック64-1313
○門松医院 64-6100
○村岡歯科医院 62-0601
□さくらんぼ薬局 68-7000
□オレンジ薬局 79-3972
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

◎母子相談（１歳）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○鷹巣診療所 86-0054
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○出水病院 62-0419
○阿久根眼科 72-0040
○上野歯科医院 63-2306
□長島調剤薬局 64-5555
□フタヤ薬局 67-5253
□高松薬局 73-4002
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎３歳６カ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○長島クリニック88-6405
○出水眼科 62-8350
○こどもクリニック永松 64-1500
○北国医院 72-0016
○中島歯科医院 82-0020
□しおかぜ薬局 88-6011
□クレモア薬局 63-5401
□かしま薬局 63-3970
□上野薬局 72-1016
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎子宮頸がん検診 ◎子宮頸がん検診

○平尾診療所 88-2595
○キッズクリニック 63-7707
○境田医院 67-2600
○山田クリニック 72-0420
○橋口歯科医院 63-2330
□さくら薬局 63-7700
□エンジェル薬局 65-7637
□よつば薬局 63-4630
◇キッズクリニック 63-7707

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎子宮頸がん検診 ◎子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎子宮頸がん検診

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

祝日には、国旗を掲げましょう！
●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」ことを趣旨として
います。

●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然に親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」こ
とを趣旨としています。
●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感謝
する」ことを趣旨としています。


